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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 本論文は，民生品イメージセンサと慣性センサを用いた超小型衛星のための姿勢認識シス
テムを提案し，国際宇宙ステーションから得られた高解像度地球画像とリアクションホイー
ルを搭載した衛星姿勢シミュレータによる姿勢認識実験の結果から，低コストかつロバスト
な能動姿勢制御アルゴリズムの有用性を示す研究であり，宇宙システムの自律化・高度化に
貢献するところが大きいと考えられる．  
 また，本論文に関する公聴会において，審査委員および出席者から，複数の姿勢認識手法
の運用方法，画像処理に要する計算コストと実速度，他の姿勢センサとの比較などに関して
質問がなされたが，いずれも著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られた．  
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した
結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した．  
